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ウチダの当帰芍薬散 ウチダ和漢薬
カイケツＥＰ錠 剤盛堂薬品
クラシエ当帰芍薬散錠 クラシエ薬品
ＪＰＳ当帰芍薬散料エキス錠Ｎ ジェーピーエス製薬
錠剤　当芍散 一元製薬
ツムラ漢方当帰芍薬散料エキス顆粒 ツムラ
当帰芍薬散料エキス顆粒ＫＭ－２ カーヤ
当帰芍薬散エキス顆粒ＳＡ 帝國漢方製薬
当帰芍薬散料エキス錠〔大峰〕 大峰堂薬品工業
当帰芍薬散料Ａエキス細粒「分包」 
三和生薬

三和生薬

当帰芍薬散料エキス〔細粒〕44 松浦薬業
当帰芍薬散料エキス散〔勝昌〕 東洋薬行
当帰芍薬散料「タキザワ」 タキザワ漢方廠
トウシャンＮ「コタロー」 小太郎漢方製薬
トチモトの当帰芍薬散料 栃本天海堂
本草当帰芍薬散料エキス顆粒－Ｍ 本草製薬
モリ　エーシャン 大杉製薬
涌出（エキス顆粒） 建林松鶴堂
ワクナガ当帰芍薬散料エキス顆粒 湧永製薬

日本漢方生薬製剤協会による主な商品例

効能・効果
体力虚弱で、冷え症で貧血の傾向があり疲労しやすく、ときに下腹部痛、頭重、めまい、肩こり、耳鳴り、動悸な
どを訴えるものの次の諸症：月経不順、月経異常、月経痛、更年期障害、産前産後あるいは流産による障害（貧血、 
疲労倦怠、めまい、むくみ）、めまい・立ちくらみ、頭重、肩こり、腰痛、足腰の冷え症、しもやけ、むくみ、しみ、
耳鳴り

使用上の注意（平成25年 10月現在）
してはいけないこと
次の人は服用しないこと
　生後 3ヵ月未満の乳児。

相談すること
1. 次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談

してください。
（1） 医師の治療を受けている人。
（2） 胃腸の弱い人。
（3） 今までに薬などにより発疹・発赤、かゆみ等を起こ

したことがある人。

2. 服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性
があるので、直ちに服用を中止し、医師、薬剤師又は
登録販売者に相談してください。

関係部位 症　状
皮　膚 発疹・発赤、かゆみ
消化器 食欲不振、胃部不快感

3. 1ヵ月位服用しても症状がよくならない場合は服用を 

中止し、医師、薬剤師又は登録販売者に相談してくだ
さい。

処方構成生薬
当帰、川芎、芍薬、茯苓、白朮または蒼朮、沢瀉

当帰芍薬散の体力分類に対する適応度（服用される方の普段の体力でお考えください）
Ⅰ 体力虚弱 Ⅱ やや虚弱 Ⅲ 体力中等度 Ⅳ 比較的体力がある Ⅴ 体力充実

1 2 0 0 0

2：最適、1：適応可能、0：原則としては適さない


